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１
．
く
ら
し
の
相
談
事
業

　
に
対
す
る
、
充
実
支
援

　
の
お
願
い

　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
福
井
（
県
補
助
事
業
）
は

開
設
か
ら
３
年
余
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
多

重
債
務
問
題
・
労
働
問
題
・

そ
の
他
く
ら
し
の
法
律
問
題

な
ど
、
く
ら
し
の
上
で
の
困

り
事
の
相
談
は
１
，４
７
８

件
に
達
し
ま
し
た
。
く
ら
し

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

し
て
県
民
に
認
知
を
い
た
だ

い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
よ

り
一
層
の
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

２
．
広
報
掲
載
の
お
願
い

　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
福
井
並
び
に
、
労
使
相
談

セ
ン
タ
ー
（
県
受
託
事
業
）

を
、
県
民
の
暮
ら
し
の
相
談

窓
口
の
一
角
と
し
て
、
県
広

報
誌
等
に
掲
載
し
て
下
さ
る

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
消
費
者
行
政
、
相
談

　
体
制
の
充
実
強
化

　
悪
質
商
法
被
害
や
食
品
事

故
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る

問
題
が
繰
り
返
し
発
生
し
て

い
ま
す
。
消
費
者
行
政
・
相

談
体
制
の
充
実
の
た
め
地
方

消
費
者
行
政
活
性
化
交
付
金

の
積
極
的
な
活
用
と
、
各
市

町
村
へ
の
指
導
を
お
願
い
し

ま
す
。

４
．
制
度
融
資
「
勤
労
者

　
生
活
安
定
資
金
」
の
周

　
知
の
お
願
い

　
「
勤
労
者
生
活
安
定
資
金

制
度
」
は
、
昭
和
53
年
の

制
度
発
足
以
来
、
県
下
自

治
体
統
一
制
度
と
し
て
延

べ
８
万
６
０
０
人
・
７
７
３

億
７
，８
６
２
万
円
（
平
成

22
年
３
月
末
）
の
勤
労
者
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
17
年
度
か
ら

は
「
勤
労
者
育
児
・
介
護
休

業
生
活
資
金
」が
新
設
さ
れ
、

　
平
成
23
年
度
の
福
井
県
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
11
月
１
日
、
午
後
４
時
30
分
、

福
井
県
職
員
会
館
に
於
い
て
、
労
福
協
の
馬
場
会
長
か
ら
西
川
県
知
事
に
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
（
写
真
参
照
）。
続
い
て
、
各
労
働
関
係
福
祉
事
業
団
体
代
表
者
が

そ
れ
ぞ
れ
事
業
報
告
と
と
も
に
要
望
書
に
基
づ
く
説

明
、
要
請
を
述
べ
た
あ
と
、
西
川
知
事
と
の
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
知
事
は
、
諸
制
度
の
内
容

や
具
体
的
な
要
望
に
関
す
る
質
問
・
意
見
交
換
の
中

で
、
労
働
者
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
示
す
と
と
も
に
、

昨
今
の
厳
し
い
景
気
動
向
を
踏
ま
え
、
労
働
行
政
と

し
て
雇
用
を
含
め
た
緊
急
の
経
済
対
策
を
進
め
て
い

る
。
今
後
も
福
祉
事
業
団
体
の
事
業
支
援
、
各
制
度

（
要
望
書
に
記
載
）
に
つ
い
て
継
続
的
に
支
援
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
の
考
え
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

制
度
も
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
も
勤
労
者
に
幅
広
く

利
用
で
き
る
現
行
制
度
（
預

託
金
方
式
）
を
継
続
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
制
度

内
容
に
つ
い
て
幅
広
く
県
民

に
周
知
す
べ
く
広
報
誌
等
に

掲
載
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

５
．
福
井
県
勤
労
者
住
宅
利

　
子
補
給
制
度
の
安
定
的
な

　
継
続
の
お
願
い

　
福
井
県
勤
労
者
住
宅
利
子

補
給
制
度
は
、
平
成
22
年
３

月
末
実
績（
年
度
）は
１
８
８

件
、金
額
で
７
億
３
，９
２
０

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
勤
労

者
住
宅
取
得
の
支
援
制
度
と

し
て
支
持
さ
れ
、
活
用
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
是
非
、
来
年
度
も
制
度

の
継
続
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

６
．
多
重
債
務
者
対
策
に

　
係
る
情
報
交
換
並
び
に

　
連
携
の
お
願
い

　
内
閣
に
設
け
ら
れ
た
「
多

重
債
務
者
対
策
本
部
」で
は
、

平
成
19
年
度
か
ら
引
き
続
き

22
年
度
も
「
多
重
債
務
者

相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
０
」
が
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
北
陸
労
金
に
お
い
て
も
、

平
成
19
年
６
月
に
「
生
活
応

援
・
多
重
債
務
対
策
本
部
」

を
金
庫
内
に
設
置
し
、
勤
労

者
の
生
活
応
援
の
一
環
と
し

て
多
重
債
務
を
積
極
的
に
取

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
セ
ミ
ナ
ー
等
に

よ
る
啓
発
活
動
の
展
開
と
相

談
活
動
、労
福
協
主
催
の「
く

ら
し
な
ん
で
も
相
談
会
」
と

の
連
携
並
び
に
弁
護
士
・
司

法
書
士
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
、
労
福
協
と
の
連
携

に
よ
る
「
高
金
利
か
ら
の
借

り
換
え
運
動
」
の
取
組
み
な

ど
可
能
な
対
応
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
内
閣
府
の

「
多
重
債
務
問
題
改
善
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
沿
っ
た
施
策
の

実
現
に
つ
い
て
、
県
所
管
の

「
福
井
県
多
重
債
務
者
対
策

協
議
会
」
と
の
情
報
交
換
並

び
に
連
携
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

７
．「
防
災
士
」
育
成
に
　

　
対
す
る
支
援
の
お
願
い

　
全
労
済
福
井
県
本
部
（
福

井
労
済
）
で
は
、「
保
障
の

生
協
」
と
し
て
、
組
合
員
の

命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、

地
域
全
体
の
「
防
災
意
識

の
向
上
」
が
必
要
と
考
え
、

２
０
０
７
年
度
に
社
会
貢
献

事
業
と
し
て
、「
防
災
士
研
修

講
座
」
を
主
催
し
、
１
０
８

名
の
防
災
士
が
誕
生
し
ま
し

た
。２
０
０
８
年
５
月
に「
福

井
県
防
災
士
会
」
が
設
立
さ

れ
、「
ふ
く
い
防
災
マ
ッ
プ

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
参
加
す
る

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住
地

や
企
業
内
に
お
い
て
「
防
災

リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
活
動
が

お
こ
な
わ
れ
、
着
実
に
成
果

が
現
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
、
社
会
貢
献
事

業
と
し
て
防
災
士
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
次

の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
福
井
県
内
で
の
防
災
士

　
研
修
講
座
開
催
に
向
け

て
、
防
災
士
研
修
セ
ン
タ
ー

　
へ
の
開
催
要
請
を
お
願
い

　
致
し
ま
す
。

２
．
全
労
済
福
井
県
本
部
が

　
防
災
士
研
修
講
座
を
実
施

　
す
る
場
合
に
、
防
災
士
研

　
修
講
座
の
開
催
告
知
や
研

　
修
受
講
料
等
の
一
部
助
成

　
な
ど
に
つ
い
て
ご
協
力
を

　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

左：西川知事、右：馬場会長

平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
期
に
か
か
る
諸
制
度
へ
の
要
望
書（
抜
粋
）

県民せいきょうへのお問合せはコールセンターまで、
お気軽にお問合せください。

フリーダイヤル
携帯・IP電話からは

０１２０－０１６－１６５
０５７０－０１６－１６５

〔くらしなんでも相談〕
12月の「日曜日」（４日間）

　ライフサポートセンター福井では、通常、平日９時から１７時まで暮らしに関わる相談業務を行っておりますが、１２月
の下記日曜日（４日間）につきましては、当センターを開所し、面談相談及び電話相談を承ります。(相談無料 )
　　　　　※日常生活でのさまざまな悩みごとの問題解決のアドバイスや手助けを行います。
　　　　　※当センターの顧問弁護士や相談機関のネットワークを活用 (紹介 )します。
　　　　　　なお、法律相談については、後日、弁護士事務所にて法律相談（無料）ができます。

　　　ところ ： 福井市問屋町１―３５　ユニオンプラザ福井
　　　　　　　　　ライフサポートセンター福井　（入口は 1階南側：ネムネムさんの前）
　　　時　間 ： 午前１０時～午後４時まで　　フリーダイヤル　０１２０―６２９―４１７
　　　　　　　　　　(１２月５日・１２月１２日・１２月１９日・１２月２６日 )

を開催

福井県民生協　ハーツからのお知らせ
今年も安全・安心の生協の迎春商品をぜひご利用ください。
年末は12月31日（金）9：00～20：00、
年始は１月２日（日）10：00～19：00の営業予定です。
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10
月
30
日
（
土
）
労
福
協
及
び
北
陸
労
金
、
全
労
済
が
主
催
す
る
「
退
職
前
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

が
嶺
北
と
嶺
南
地
域
の
２
会
場
（
福
井
市
・
敦
賀
市
）
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は

60
歳
前
の
勤
労
者
を
対
象
に
毎
年
開
催
。
他
地
域
で
も
別
日
に
開
催
）。
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
労
福

協
吉
田
副
会
長
が
労
働
福
祉
団
体
の
ご
利
用
の
お
礼
と
各
事
業
団
体
の
紹
介
を
含
め
た
挨
拶
を
行
っ
た
あ
と
、

社
会
保
険
労
務
士
の
青
垣
智
則
氏
か
ら
「
退
職
前
後
の
準
備
・
手
続
き
及
び
社
会
保
険
制
度
」
に
つ
い
て
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
参
加
者
：
福
井
54
名
、
敦
賀
24
名
）。

　
内
容
は
、
60
歳
以
降
の
年
金
制
度
と
継
続
（
再
）
雇
用
や
雇
用
保
険
（
求
職
の
場
合
）
と
の
兼
ね
合
い
、

ま
た
健
康
保
険
の
加
入
は
ど
の
制
度
に
加
入
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
も
交
え
詳
し

い
内
容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
自
分
自
身
の
今
後
の
働
き
方
に
よ
っ
て
、
年
金
・
雇
用
・
健
康

保
険
（
扶
養
・
被
扶
養
含
む
）
の
支
給
や
負
担
が
違
う
た
め
、参
考
に
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。（
講
演
後
、

数
名
の
個
別
相
談
が
あ
り
ま
し
た
）

　
そ
の
後
、
北
陸
労
金
の
宮
腰
福
井
北
支
店
長
が
「
労
金
友
の
会
」
へ
の
会
員
加
入
（
年
金
を
労
金
指
定
）

の
お
願
い
と
と
も
に
加
入
の
メ
リ
ッ
ト（
楽
し
い
行
事
あ
り
、金
利
上
乗
定
期
、感
謝
品
な
ど
）に
つ
い
て
説
明
、

続
い
て
、
全
労
済
福
井
の
川
上
事
業
推
進
課
長
か
ら
「
退
職
後
の
保
障｣
と
題
し
て
火
災
・
生
命
共
済
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　11月4日（木）～5日（金）にかけて、大阪市において中部労福協主催の2010 年度「中部労福協研究集会」が開催され、
労福協中部ブロック（12 府県）の福祉事業各団体等から62 名の参加がありました。
　初日は、「地域のきずなと労働組合の役割」のテーマで講演があり、その後、落語家の林家とんでん平氏（1980 年：林
家三平の最後の弟子 : 札幌市議会議員）の落語「初天神」を聞きました。おとっつぁんにせがんで、初天神に連れていっ
てもらった金坊。おねだりしない約束だったのに…という内容で、手話を交えて‘見て・聞いて’大変面白く楽しむ ( 会場で、
師匠と皆が一斉に手話をした )ことが出来ました。翌日は、‘市民の共同事業でつくる新しいセーフティネット’「大阪希望館の
取組みと現状について」と題して、講演をしていただきました。それぞれの講演とも、人々の結びつき‘絆’を地域社会で創
り上げることが大切であるという共通の課題が根底にあり、心に訴えるものを感じました。講師・講演要旨について以下の通りです。

〔具体的な事業内容〕　・野宿生活になる前に受け止めて、公的ネットワークに繋がるまで緊急的宿泊と食事などの提供により、
　　　　　　　　　　　再出発を支援します。
　　　　　　　　　　 ・再出発の方向や方法を一緒に模索し、考える時間と場所を提供します。
　　　　　　　　　　 ・入所中に医療受診・就労相談・福祉生活相談など各種相談を実施します。
　　　　　　　　　　 ・チャレンジ就労事業を実施し、「働くリズム」の堅持と一定の収入を提供します。
　　　　　　　　　　 ・再出発後も、仕事や生活の不安や悩みにぶつかったとき、いつでも相談できる支えの場となります。
〔運　営　資　金〕　　・<当初> 連合・労福協の「雇用と自立支援カンパ」等
　　　　　　　　　　・運営協議会会員（団体・個人）の「会費」及び「寄付金」等

　
９
月
28
日
（
火
）
午
前
10
時
よ
り
ユ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ
福
井
に
お
い
て
、｢

遺
産
相
続｣

を
テ
ー
マ
に
退
職
者

団
体
連
合
の
会
員
76
名
が
参
加
し
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
佐
々
木
退
職
者
連
合
会
長
の
挨

拶
に
続
き
馬
場
労
福
協
会
長
よ
り
来
賓
挨
拶
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
弁
護
士
の
玄
津
辰
弥
氏
（
福
井
弁
護
士
会

所
属
）
に
よ
る
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。
’相
続‘
と
は
、
財
産
に
関
す
る
一
切
の
権
利
義
務
を
次
世
代
へ

継
承
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
は
相
続
を
受
け
る
側
の
権
利
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
意
味
で

高
齢
を
迎
え
た
方
に
と
っ
て
も
、
相
続
に
関
す
る
法
的
知
識
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
の
前
置
き
の
あ
と
、
主
に
次
の
４
点
に
つ
い
て
講

義
が
あ
り
ま
し
た
。①
相
続
順
位
と
配
分
比
　
②
遺
産
の
範
囲
と
遺
産

の
評
価
　
③
相
続
開
始
と
移
動
制
限
　
④
遺
書
・
遺
言
の
効
力
等
に
つ

い
て
、
事
例
形
式
で
一
つ
一
つ
わ
か
り
や
す
い
説
明
で
講
義
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
は
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、

相
続
の
専
門
知
識
、
さ
ら
に
は
将
来
、
遺
産
分
割
を
め
ぐ
る
争
い
が
起

き
な
い
よ
う
に
と
の
思
い
で
、
真
剣
な
眼
差
し
で
時
折
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
非
常
に
勉
強
に
な

っ
た
と
の
話
し
も
あ
り
、
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
講
演
の
あ
と
北
陸
労
働
金
庫
、
全
労
済
福
井
県
本
部
、
ユ
ニ
オ
ン
ト

ラ
ベ
ル
福
井
の
３
福
祉
事
業
団
体
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
況
報
告
並
び

に
今
後
の
ご
利
用
の
要
請
を
行
い
、
研
修
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
度
　
退
職
前
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　全労済福井県本部では、１０月７日(木)午後６時からユニオンプラザ福井にて「福井北・南地区協力団体事務担当者研修会」を開催しました。
　今回の研修会は、福井北地区推進委員会と福井南地区推進委員会の合同で、協力団体の役員・推進担当者・事務担当者を対象に開催し、２７
団体４２名の方々に参加していただきました。
　協力団体から提出される各種帳票の精度を上げることで不備率を減少させ、事務処理を含めた顧客満足度をさらに向上させることで推進強化
につなげていくことを研修会の目的として、「協力団体が行う共済活動と事務処理に関する説明」と、推進に関しては「自動車関連の保障設計
運動」について研修を行いました。
　研修会の開催については、地区ごとに開催することとしており、今後、他の地区でも開催していく予定です。
　今後とも全労済の推進活動および事務処理に関するご理解とご協力をよろしくお願いします。

講演する玄津弁護士

社
労
士
　
青
垣
智
則
氏
か
ら
講
演

遺
産
相
続
を
テ
ー
マ
に

　玄
津
弁
護
士
講
演

福
井
県
退
職
者
団
体
連
合
会
「
研
修
会
」
開
催

2010 年度 中部労福協研究集会　｢報 告｣

林家とんでん平さんの落語

中村圭介氏の講演

坂本眞一氏の講演

　講演Ⅱ．　 ｢大阪希望館の取組みと現状について」　
　　　　　　　　　　講師：　連合大阪非正規センター相談員（大阪希望館　前事務局長）　坂本　眞一　氏
　2008 年の秋以降世界的不況が伝えられる中、「解雇や派遣切り」、「ネットカフェ難民」・・・増加し、若年化し、そし
て深刻化していきました。若者も含めた人達が仕事を失い、住居を失い、路上生活を余儀なくされる。そんな社会であっ
てはならない。その強い思いから、とりあえず緊急に「住まい」と「食」を提供し、再出発の方向と方法を一緒に考えられ
る場所として、2009 年 5月30日「大阪希望館・相談センター」が開設されたと報告があった。以下参照

　講演Ⅰ．　「地域のきずなと労働組合の役割」　　
　　　　　　　　　　講師：東京大学社会科学研究所　教授　中村　圭介　氏
　2005 年「地方連合会・地域協議会改革」具体的実施計画によって、地域強化策が打ち出され　地協を再編・強化
することを決定し、今では 160 以上のモデル地協が組織され活動している。静かな革命である。キーワードは、「地域で顔
の見える運動」で 2 種類ある。内側に顔が見えるようになる運動と外側に顔が見えるようになる運動である。前者は単組へ
の訪問、機関誌作成・配布、レクリエーションやボランティア活動の企画・実践が地域に暮らす組合員に連合という顔が
見えてくれば地協が活性化する。後者は、政策・制度要求、未組織労働者への働きかけ、退職者対策、非営利団体な
どの組織との関係、連携をしていくことが 「外側に対する活動」であり、ユニオン
リーダーの意気込みにかかっている。


